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山陰地域は東から因幡（鳥取県西部）・伯耆（鳥取県西部）・出雲、

隠岐（島根県東部）・石見（島根県西部）に分けられている。近年、山

陰では中世須恵器や貿易陶磁器の集成が行われているが、遺跡内の中世

土器の産地・器種別の組成が詳細に示されたものはあまりない。

中世前期は東播系須恵器がほぼ全域で出土し、常滑焼などが少量みら

れる。１４世紀中頃からは備前焼が多くなる。西の石見では博多方面から

の中国陶器が少量みられる。山陰の在地系須恵器には岡山の亀山・勝間田系須恵器が強く影響を与え

ているが、亀山・勝間田の製品自体は因幡・伯耆に出土例が多い。越前焼は常滑焼などと十分に区別

されていないが、中世後期には因幡・伯耆・出雲まで確認されている。

東播系須恵器は擂鉢を中心に山陰全体に多く出土例があり、甕も出土している。沿岸部の平野の遺

跡にとどまらず、山間部まで幅広く分布が見られる。

備前焼は間壁編年�～�期（１２世紀末～１３世紀代）は鳥取県東部（因幡）に少量みられ、�期（１３
世紀代後半～１４世紀後半）には島根県でも出土する。間壁編年�期（１４世紀末～１６世紀初頭）には出
土量・遺跡密度が増え、特に擂鉢が目立つ。間壁編年�期（１６世紀初めから１７世紀初め）には�期に
続き、城館遺跡を中心に壺・大甕・擂鉢に加え、さまざまな器種が流通するようになる。�期（１７世紀前半
頃）には�期に比べ量がやや減るが、富田川河床遺跡や石見銀山遺跡など都市遺跡では増えている。
常滑焼は常滑編年２～４型式（１２世紀中葉～後葉）の古い段階の甕が島根で少量見られる。その後

の時期も出土量は少ないが、山陰全体に出土が見られる。

越前焼は中世後期以降に因幡・伯耆・出雲で鉢、甕が少量出土しているが、石見では確認されてい

ない。常滑焼と区別されず瓷器系と表現される場合が多い。出雲市青木遺跡では多くの越前焼（常滑・

産地不明も多い）が出土している。

貿易陶磁器の壺（耳壺類）は経塚や集落遺跡で比較的出土例がある。甕・鉢は量的には少ないが石

見を中心に点的に沿岸部の流通拠点や国府（府中）で出土する。

亀山・勝間田系須恵器は甕を中心に因幡・伯耆・出雲ではやや多く出土し、石見は少ない。地理的

に近いためか、鳥取では出土例が目立つ。

在地系土器は松江市別所遺跡では焼け損じたような軟質のものや二次焼成をうけたものが多く出土

し、近くで亀山・勝間田系の影響がある土器を焼いた可能性がある。器種は鍋・鉢・甕がみられ、軟

質で外面格子叩き、内面は同心円叩きのちナデやハケ調整されるものが多い。在地系須恵器を中心と

した胎土分析も行われている。

なお、山陰の西側、防長地域では山口市陶の（仮称）動物センター窯跡などで備前焼間壁編年�期
前半（１３世紀後半～１４世紀前半）に類似する壺・擂鉢が焼かれていた可能性がある。また、萩市大井

の上七重窯跡では常滑焼中野編年６b～７期（１３世紀第４四半期～１４世紀前半）に類似する甕が焼か

れている。

北陸の様相と対比すると、東播系須恵器・備前焼の出土量など大きく異なっているが、越前焼や日

引石製石塔など北陸方面からの流通がわずかにみられる。山陰はおおまかに京都・小浜あたりから西

への流通が多い「因幡・伯耆・出雲」と西・東からの流通がみられる「石見・隠岐」に分けられる。
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甕・壺・擂鉢の組成

備前焼出土数

各遺跡の報告書、日本貿易陶磁研究会２００２より榊原作成
甕・壺・擂鉢のみを集計し、分類の表現は統一していない。

伊藤晃ほか２００４・乗岡２００５から
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